
平成24年　　死亡災害
大分労働局　確定　　

発生月 事故の型

時間帯 起因物

　マンション新築工事現場の基礎工事において床堀作業後土砂崩壊を防止するため、土砂
等の壁面に防護柵を組立てる作業を行っていた労働者２名が生埋めとなり、１名が死亡、
1名が負傷した。

作業員

10時台 環境等1年

飛来・落下

はさまれ、
巻き込まれ 　積雪のため、トラックのタイヤにチェーン装着作業中、ジャッキアップしたジャッキが

外れ、車体が横滑りし、車体とガードレールとの間に胸部がはさまれ、被災した。
作業員

2

2月
窯業土石
製品製造業

男

3

2月
食料品
製造業

男

1

1月
建築
工事業

男 崩壊・倒壊

　天井クレーンのフックに、原材料の入ったフレコンバッグのつりベルトを掛けて、床面
からつり上げたところ、つりベルトの付け根部分が切断してフレコンバッグが落下し、そ
の下敷きとなり、被災した。

作業員

13時台 荷4年

15時台 動力運搬機15年

4
5
6

3月

土木工事業

男3名 おぼれ 　海上に設置されたブイの撤去工事において、海底に設置しているアンカーブロックをつ
り上げるため、3名の潜水士が海底約57メートルで作業を行っていたが、2名が意識不明で
浮上、1名は、アンカーブロックそばの海底で意識不明の状態で発見された。3名は、病院
に運ばれたが死亡が確認された。

潜水士

9時台 環境等5年、12年
21年

7

3月
その他の
建設業

男 崩壊・倒壊 　個人住宅の解体工事現場において、高さ約2.5メートル、幅6メートルのブロック塀のう
ち、地上から高さ1.2メートルを残して解体するため、高さ1.2メートルの個所の鉄筋を切
断していたところ、上部ブロック塀が倒壊し、被災した。

作業員

13時台
仮設物、建築物、

構築物等7年

8

5月

土木工事業

男 飛来、落下
　砂防ダムの建設現場において、パワーショベルのバケットが地上から約２メートル上げ
た位置でアームより外れ、その下で作業を行っていた被災者に激突し、被災した。

作業員

9時台 建設機械等16年

9

5月

小売業

男 交通事故
　被災者は、軽トラックを運転し、訪問営業を行っていた際、市道交差点において左折し
ようとしていた被災者に右方向から来た軽トラックが衝突し、被災した。

営業員

14時台 動力運搬機2ケ月

11

7月

土木工事業

男 はさまれ、
巻き込まれ 　ドラグショベルの運転席から降りる際、被災者が着用していた安全帯のロープが旋回用

操作レバーに引っ掛かり、ドラグショベルが旋回し、履帯とカウンターウエイト部との間
にはさまれ、被災した。

作業員

11時台 建設機械等13年

12

7月
道路旅客
運送業

男 その他

　タクシーの室内において、運転手が客から刃物で刺され、被災した。運転手

1時台 その他の起因物36年

13

9月
金属製品
製造業

男 崩壊・倒壊 　ベルトコンベアの架台の側面(鉄骨製高さ2.6m 長さ9.3m)を解体するため、ベルトコン
ベア架台の端の上部をガス切断機により切断作業を行っていたところ、側面がぐらついた
ことにより飛び降りた。そこへ側面が倒れ、被災者は下にあった別の鋼材と倒れてきた側
面の鋼材に挟まれ、被災した。

作業員

15時台
仮設物、建築物、

構築物等18年

14

10月
建築
工事業

女 崩壊・倒壊
　資材置き場において、約1.8メートルに積み重ねられた化粧パネル（コンパネ）が崩れ
落ち、その近くで作業を行っていた作業者がコンパネの下敷きとなり、被災した。

作業員

8時台 材料6月

15

10月
その他の
建設業

男 墜落・転落 　足場解体作業において、足場最上階で作業を行っていた作業者が、足場に設置された昇
降はしごを使用し降りようとした際、当該昇降はしごが揺れたため、7.5メートルの高さ
から墜落し、被災した。

鳶工

10時台
仮設物、建築物、

構築物等13年

16

11月
食料品
製造業

男 交通事故
　被災者は、業務打ち合わせのため乗用車を運転し目的地へ移動中、センターラインを越
え対向車線にはみ出し、対向車線を走行してきたトラックと正面衝突し、被災した。

作業員

12時台 乗物2年

17

11月
その他の
建設業

男 崩壊・倒壊 　資材置場において、被災者は、鋼板を立てて置く場所に仕切りとして設置してあったC
形チャンネル材4本の溶断作業を行っていたところ、最後の1本を溶断中、立掛けてあった
鋼板3枚が被災者に倒れ掛り、被災した。

作業員

15時台 材料12年

18

12月

林業

男 激突され 　被災者は立木Ａ(樹高約20ｍ)を伐倒していたところ、つるが隣の立木Ｂ（樹高約20ｍ）
にからまっていたために、立木Ａが倒れず、立木Ｂにぶら下がった状態となったため、被
災者は立木Ｂを伐倒しようとチェーンソーで追い口を入れた際に、立木Ｂの幹が裂け、被
災者の頭部に激突、その衝撃で約8ｍ下に転落し、被災した。

作業員

11時台 環境等5年

19

12月

林業

男 激突され 　被災者は立木(樹高約28ｍ)を伐倒するため、チェーンソーにより追い口をいれ退避して
いたところに伐倒木が被災者の方へ倒れ、被災者の頭部に激突し、被災した。作業員

11時台 環境等30年

20

12月

小売業

男 交通事故

営業員

20時台 動力運搬機6ケ月

業種
（中分類）

被災者
性別
職種

経験年数

災　害　発　生　状　況

　被災者は軽トラックを運転し営業所から目的地へ移動中、対向車線にはみ出し、対向し
てきた乗用車と正面衝突し、被災した。

10

6月
広告・あっ
せん業

男 その他
　被災者は、出勤途中に事業場が入居しているビル１階の階段上り口で倒れているところ
を出勤してきた同僚に発見され、病院に搬送されたが、死亡した。

作業員

9時台 起因物なし28年


